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そ
し
て
、大
切
な
の
は
、か
ら
だ
の

中
か
ら
の
食
中
毒
予
防
で
す
。こ
の

た
め
に
は
、主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
１

日
３
回
の
食
卓
に
そ
ろ
え
、さ
ら
に

食
物
繊
維（
穀
類
・
豆
類
・
野
菜
・
海

草
・
き
の
こ
な
ど
）、発
酵
食
品（
納

豆
・
み
そ
・
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
）、抗
菌

食
品（
梅
干
し
・
酢
・
薬
味
な
ど
）を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

毎
日
の
生
活
の
中
で
、で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。そ
れ

で
も
、も
し
、食
中
毒
に
か
か
っ
た
と

思
っ
た
ら
、か
か
り
つ
け
の
お
医
者

さ
ん
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、最
近
は「
人
か
ら
人
へ
の
感

染
」が
増
え
て
い
ま
す
。食
中
毒
が
起

き
た
場
合
、
新
た
な
感
染
者
を
増
や

さ
な
い
た
め
に
、次
の
こ
と
に
も
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
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気
温
の
高
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
季

節
、食
中
毒
が
多
発
し
ま
す
。

家
庭
で
で
き
る
予
防
の
基
本
は
、

食
中
毒
の
原
因
菌
、ウ
イ
ル
ス
を

『
つ
け
な
い
』

『
増
や
さ
な
い
』

『
や
っ
つ
け
る
』

こ
の
３
つ
に
な
り
ま
す
。

こ
の
３
つ
の
基
本
を
心
が
け
、次

ペ
ー
ジ
の
ポ
イ
ン
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
し
ょ
う
。

真夏の

食食食食食食食食食食 中中中中中中中中中中食中 毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒にご注意を鎧

チェック欄「人から人への感染」を防ぐために

吐いたものや便を処理する際は、ゴム手袋を使用し、使い終わった手袋は消
毒する。汚物はビニール袋などで密封して処分する。汚れた場所はよくふ
きとり、漂白剤で殺菌する。

吐いたものや便に手などが触れた場合は、逆性石けんや７０％アルコールで
消毒し、流水ですすぐ。

吐いたものや便で汚れた衣服は、煮沸か薬品で消毒し、天日で十分に干す。

下痢をしている人は、シャワーのみに。入浴するなら一番最後に入る。

患者が使用した食器は、漂白剤に１時間以上浸し、洗剤でよく洗い、流水で
十分にすすぐ。
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真夏の

食中毒にご注意を鎧

チェック欄〈食品の購入〉

肉、魚、野菜などの生鮮食品は新鮮なものを購入。

表示のある食品は、消費期限などを確認して購入。

購入した食品は、肉汁や魚などの水分がもれないように
ビニール袋などにそれぞれ分けて包み、持ち帰る。

特に、生鮮食品などのように冷蔵や冷凍などの温度管理
の必要な食品の購入は、買い物の最後にし、購入したらま
っすぐ持ち帰る。

〈食品の保存〉

冷蔵や冷凍の必要な食品は、持ち帰ったら、すぐに冷蔵庫
や冷凍庫に入れる。

冷蔵庫や冷凍庫の詰めすぎに注意。目安は７割程度。

細菌の多くは、１０℃では増殖がゆっくりとなり、マイナス
１５℃ では増殖が停止している。しかし、死ぬわけではな
いので、早めに使い切るようにする。

肉や魚などは、ビニール袋や容器に入れ、冷蔵庫の中の他
の食品に肉汁などがかからないようにする。

肉、魚、卵などを、取り扱うときは、取り扱う前と後に必
ず手指を洗う。せっけんを使い洗った後、流水で十分に
洗い流す。

食品を流し台の下に保存する場合は、水漏れなどに注意。
また、直接床に置かない。

〈下準備〉

台所をチェック！ゴミは捨ててあるか。タオルやふきん
は清潔なものと交換してあるか。せっけんは用意してあ
るか。調理台の上は片付けて広く使えるようになってい
るか。

井戸水を使用している家庭では、水質に十分注意。

手洗い。生の肉、魚、卵を取り扱った後には、また、手を
洗う。途中で動物に触ったり、トイレに行ったり、オムツ
を交換したり、鼻をかんだりした後も手を洗う。

肉や魚などの汁が、果物やサラダなど生で食べるものや
調理の済んだ食品にかからないようにする。

生の肉や魚を切った後、洗わずにその包丁やまな板で、果
物や野菜など生で食べる食品や調理の終わった食品を切
ることはしない。洗ってから熱湯をかけたのち使う。包
丁やまな板は、肉用、魚用、野菜用と別々にそろえて、使
い分けるとさらに安全。

ラップしてある野菜やカット野菜もよく洗う。

冷凍食品や凍結している食品を室温で解凍しない。解凍
は冷蔵庫の中や電子レンジで行なう。水を使って解凍す
る場合には、気密性のある容器に入れ、流水で行う。

料理に使う分だけ解凍する。解凍が済んだらすぐに調理。
解凍や冷凍を繰り返すと食中毒菌が増殖することもある
ので、繰り返さない。

包丁、食品、まな板、ふきん、たわし、スポンジなどは、
使った後すぐに、洗剤と流水で洗う。

チェック欄〈調理〉

もう１度台所をチェック！下準備で台所が汚れていない
か。タオルやふきんは清潔なものと交換する。そして手
を洗う。

加熱して調理する食品は十分に加熱。目安は、中心部の
温度が７５℃で１分間以上加熱。

料理を途中でやめた食品は、冷蔵庫に入れる。再び調理
するときは、十分に加熱。

電子レンジを使う場合は、調理時間に気をつけ、熱の伝わ
りにくいものは、時々かき混ぜる。

〈食事〉

食卓につく前に手を洗う。

温かく食べる食品は温かく、冷やして食べる料理は冷た
くしておく。

調理前の食品や調理後の食品は、室温に長く放置しない。

〈残った食品〉

残った食品を扱う前にも手を洗う。残った食品はきれい
な器具、皿を使って保存する。

残った食品は早く冷えるように浅い容器に小分けして保
存する。

残った食品を温めなおすときも十分に加熱する。みそ汁
やスープなどは沸騰するまで過熱する。

ちょっとでも怪しいと思ったら、食べずに捨てる。

〈後かたづけ〉

まな板などを使った後は、洗剤で十分に洗い、乾燥させて
保管。お天気のよい日には、日光にあてる。

食器や調理器具など使用後は、きれいに洗い、乾燥させて
おく。時々、漂白剤などで殺菌する。

ふきんは多めに用意し、こまめに洗い、時々、漂白剤など
で殺菌する。

スポンジやタワシなどの使用後は、洗って、水気を切り、
乾燥させておく。煮沸させるとさらに安全。

チェック表

調理の後はきれいに洗い、

乾燥させる

時々、漂白剤で殺菌を

問 県南健康福祉センター 撒０２８５（２２）４２３５

作成 町健康福祉課 撒（５７）４１７１
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特に指定のないものの申込・問い合わせ先は
（土・日・祝日を除く、8:30～17:30）

生涯学習係…… (57) 4188
スポーツ振興係…… (57) 4187

元気の出るスポーツクラブのぎ

元気いきいき体験教室

町体育指導委員会によるニュース
ポーツ・軽スポーツ教室

日 時 ７月～９月 第２・４月曜日
午前９時３０分～１１時

会 場 町体育センター
内 容 カローリング・スポーツ吹き矢等
参加無料
申 込 当日午前９時までに会場へ
※体育館シューズ・上履き持参

問町生涯学習課 撒（５７）４１８７

プール無料開放事業

野木二中プールを一般開放

開放日 ７月２５日～８月２３日
毎週土曜日・日曜日
※１５日（土）・１６日（日）を除く

開放時間 午前１０時～正午
午後１時～４時

利用資格 町在住在勤者
※小学校低学年以下は保護者同伴
その他
・スイミングキャップ着用
・コインロッカー１００円
（リターン式）
・水中歩行、低学年児童用に１コー
ス調整台設置（水深１ｍ以下）
・監視員の指示に従う

問町生涯学習課 撒（５７）４１８７

第11回町ソフトバレー

フェスティバル
期 日 ８月２３日（日）
会 場 野木中新体育館 他
種 目 ソフト部／混合・女子

ミニ部／女子

問伏木ヤス子 撒（５５）１６３１

元気の出るスポーツクラブのぎ

バドミントン講習会
バドミントンを始めようと思って

いる方、また現在活動している方に
専門的なアドバイスを行います。

日 時 ７月２６日（日）
午後１時～５時

会 場 町体育センター
参加費 クラブ会員 無料

非会員 ５００円
持ち物 運動のできる服装、飲み物、

タオル、ラケット、体育館
シューズ
※ラケットは、貸出可

講 師 斉藤佳晴さん
（全日本実業団大会ベスト８）

定 員 ３０名
申込期間 ７月７日～２１日

※定員になり次第終了
申込方法
参加費を添え町生涯学習課へ

問町生涯学習課 撒（５７）４１８７

元気の出るスポーツクラブのぎ

高齢者ストレッチ教室
転倒防止等の予防運動

日 時 ７月１０日～８月７日
毎週金曜日（全５回）
午後１時３０分～３時３０分

会 場 町公民館
対 象 ５５歳以上の方
定 員 先着２０名
参加費 クラブ会員 １５００円

非会員 ２０００円
講 師 日本スポーツクラブ協会

運動指導認定員
持ち物 運動のできる服装・タオル・

飲み物・ストレッチマット
（バスタオルでも代用可）

申込期間 ７月１日～７日
※定員になり次第終了

申込方法
参加費を添え町生涯学習課へ

問町生涯学習課 撒（５７）４１８７

小学生水泳教室

日 時 ７月２５日（土）、２６日（日）
午前１０時３０分～１１時３０分

会 場 野木二中プール
参加無料
申 込 当日午前１０時までに会場へ
その他 低学年は保護者同伴

問町生涯学習課 撒（５７）４１８７

バドミントン教室

日時・会場
７月３０日、８月６日（木）
午後７時３０分～９時
町体育センター
８月１日、８日（土）
午後７時３０分～９時
野木二中体育館

参加無料
持ち物 運動のできる服装、

タオル、飲み物、
体育館シューズ、
ラケット（貸出可）

申込期間 ７月７日～２１日

問表寺昭雄 撒（５５）２４３０
松原正代 撒（５７）９２０９

夏休み

ジュニアテニス教室
日 時 ７月２５日、

８月１日、８日、
２２日、２９日（土）

午前７時～９時
会 場 町総合運動公園
対 象 町在住小中学生
定 員 先着２０名
参加費 ２０００円
申込期間 ７月６日～１３日

※定員になり次第終了
申込方法
参加費を添え町生涯学習課へ

その他 ラケット持参（貸出可）

問町生涯学習課 撒（５７）４１８７

PORTSS
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パソコン・サロン

ボランティアによる初心者対象パ
ソコン相談室を開催しています。

日 時 ７月９日（木）
午後１時～４時
７月１８日（土）
午前９時３０分～１１時３０分

会 場 町公民館２階第４研修室
申込不要

問町公民館 撒（５７）４１８８

親子セミナー

紙を使ったいろいろな遊びを体験
し、親子で楽しい思い出をつくろう。

日時・内容 プログラム参照
会 場 町公民館
対 象 小学生と保護者（祖父母可）
定 員 先着１５組（３０名）
受講料 １人１５００円
申込期間 ７月６日～１７日
申込方法 受講料を添え町公民館へ

問町公民館 撒（５７）４１７７

子どもチャレンジ

夏休み工作教室
みんなで作ろう！木の板や竹を使
って小鳥の巣箱作りに挑戦してみよ
う。できあがった巣箱でバードウォ
ッチングを楽しみましょう。

日時・内容 プログラム参照
会 場 町公民館
講 師 ＳＶＣ

（公民館サポートボランティア）
対 象 町在住小学生
受講料 ６００円（材料費）
定 員 先着２０名
申込期間 ７月６日～１７日（土・日除く）
申込方法 受講料を添え町公民館へ

問町公民館 撒（５７）４１７８

子どもチャレンジ

夏休み料理教室
みんなで作ろう外
くまさんのミートボールカレー鎧
包丁で野菜を切ったり、炒めたり
体験してみましょう。

日時・内容 プログラム参照
会 場 町公民館
講 師 町管理栄養士
対 象 町在住小学３～６年生
受講料 ５００円（材料費）
定 員 先着２０名
申込期間 ７月６日～１７日（土・日除く）
申込方法 受講料を添え町公民館へ

問町公民館 撒（５７）４１７８

写真展

文化協会写真部主催の第１０回写真
展です。皆様のご来場をお待ちして
います。

日 時 ７月１７日(金)～２０日(月・祝)
午前９時～午後６時
※１７日は正午～午後６時
※２０日は午前９時～午後５時

会 場 町公民館２階視聴覚室
入場無料

問文化協会写真部
部長 石川善十郎 撒（５６）１３６８

SVC企画・運営

郷土歴史講話
歴史を分かりやすく解説します。
興味のある方は参加してみませんか。

日 時 ７月２８日(火)
午後１時３０分～３時

内 容 利根川の移り変わりと
奈良・平安時代の猿島郡

会 場 町公民館
対 象 先着３０名
参加無料
講 師 軽部重夫さん
申込期間 ７月１３日～１７日
申込方法 町公民館または電話で

問町公民館 撒（５７）４１８８

歌謡部発表会

文化協会歌謡部主催の発表会です。
皆様のご来場をお待ちしています。

日 時 ７月１８日（土）
午後１時～

会 場 エニスホール小ホール
入場無料

問文化協会歌謡部
部長 須田栄 撒（５５）１８８１

ULTUREC

プログラム
内 容日 時

木の板・竹を使った

小鳥の巣箱

(２種類の巣箱を作る予定)

７/２９（水）

３０（木）

３１（金）

９：３０～

１２：００

※内容変更の場合があります。

プログラム

内 容日 時

ミートボールカレー

＆

ポテトサラダ

８/５（水）

９：３０～

１３：００

※内容変更の場合があります。

プログラム

内容・講師日 時回

産紙ヒコーキ大会

いろいろな紙ヒコーキを

作って遊ぶ

中野寛子先生

７/２８（火）

１０：００～

１２：００

１

産秘密基地づくり

段ボールを使い、協力して

秘密基地を作って遊ぶ

広辺洋子先生

８/４（火）

９：００～

１２：００

２

産ちぎり絵

しなやかな和紙の感触を

楽しみながら創作

多田泰子先生

８/１１（火）

１０：００～

１２：００

３

産現地学習

つくばエキスポセンター

プラネタリウム見学

弁当持参 社会教育指導員

８/１８（火）

８：１０～

１６：３０

４

※内容変更の場合があります。
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おはなし会

■

日 時 ７月３日（金）

午前１１時～１１時３０分

会 場 １階おはなしコーナー

対 象 幼児

ボランティア団体 グレース森

■

日 時 ７月１４日、２１日、２８日（火）

午前１１時～１１時２０分

会 場 １階おはなしコーナー

対 象 幼児

ボランティア団体 ピノキオ

■

日 時 ７月１８日（土）

午後２時～２時３０分

会 場 １階おはなしコーナー

プログラム 絵本と紙しばい 他

対 象 ４歳位から小学生

図書館職員

こども映画会

「シンドバッドの冒険」

日 時 ７月２５日（土）

午後２時～３時２５分

会 場 ２階ホール

対 象 ５歳以上

学校移動図書館

ひまわり号で、各小学校を巡回し

ています。一般の方へも貸し出しが

できますのでご利用ください。

ただし、児童書中心でビデオテー

プの貸し出しは行っていません。

７慨１ 友沼小 １３：１０～１４：１０

７慨２ 新橋小 １３：１５～１４：１０

７慨８ 南赤塚小 １３：００～１４：００

７慨１４ 佐川野小 １３：１５～１４：００

７慨１６ 野木小 １２：４５～１３：３０

新着図書案内

＜一般書＞

産とちぎの現代社会 （下野新聞社）

産スーパーマップル関東２００９

（昭文社）

産日本の歴史１６ （荒川章二）

産レッドゾーン 上・下 （真山仁）

産楊令伝９ （北方謙三）

産パラドックス１３ （東野圭吾）

産運命の人１・２ （山崎豊子）

＜児童書＞

産セールス魔女はおことわり

（あんびるやすこ）

産アンティークＦＵＧＡ４

（あんびるやすこ）

産仮面ライダーディケイド

ひみつ超百科決定版 （講談社）

２０年度の統計
※（ ）内は１日平均の数

49日巡回日数

5,823人(119人)貸出利用者数

14,452冊(295冊）貸出図書数

学校移動図書館（５校）

279日開館日数

114,335人(410人)入館者数

51,999人(186人)貸出利用者数

144,120冊(517冊)貸出図書数

93,106冊(334冊)一 般（内訳）

50,937冊(183冊)児 童

77冊(0.3冊)布絵本

8,860冊(32冊)貸出雑誌数

12,751点(46点)貸出ビデオ数

10,676点(38点)貸出CD数

27点(0.1点)貸出テープ数

388枚貸出カード再発行枚数

473件2,054枚複写利用件数

152,032冊図書数

105,214冊一 般（内訳）

39,323冊児 童

3,012冊郷 土

4,440冊参 考

43冊布絵本

2,592冊雑誌数

3,156点ビデオ数

4,008点CD数

315点LD数

190点テープ数

73点CD-ROM数

111点DVD数

本 館

２０年度ベストリーダー
一般書

３４１回①あたしんちシリーズ
１８８回②うちの３姉妹シリーズ
７１回③ハリー・ポッターと死の秘法 上･下

児童書
１,３２７回①かいけつゾロリシリーズ
３３８回②ポケモンシリーズ
２００回③ミッケシリーズ

雑 誌
２２８回①オレンジページ
１８５回②主婦の友
１４９回③週刊ダイアモンド

Ｃ Ｄ
３４回①ヴォーカリスト

２９回
②CDTWINこどものうた～
獣拳戦隊ゲキレンジャー

２７回③ぐっすり眠れるクラシック
２７回③NAMELESSWORLD

ビデオ
４１回①ウルトラマンゼアス
３９回②トイストーリー２
３８回③ちびまるこちゃん
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野
木

小
学
校

がっこうがっこう

茅
一
年
生
を
む
か
え
る
会

１
年

さ
と
う

れ
い

め
い
し
こ
う
か
ん
が
た
の
し
か

っ
た
よ
。
は
ん
の
お
友
だ
ち
の
め

い
し
は
、
と
っ
て
も
き
れ
い
だ
っ

た
よ
。
ア
ル
バ
ム
を
つ
く
っ
て
一

つ
に
し
た
ん
だ
よ
。
ま
た
、
や
り

た
い
な
あ
。６

年

高
橋

菜
々
子

た
か
は
し

な
な
こ

一
年
生
を
迎
え
る
会
で
楽
し
か

っ
た
こ
と
は
、
な
か
よ
し
班
で
行

っ
た
「
新
聞
ち
ぎ
り
ゲ
ー
ム
」
で

す
。
班
の
み
ん
な
で
、
新
聞
が
切

れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
気
を
付

け
ま
し
た
。
一
位
に
は
な
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
長
く
ち
ぎ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
六
年
生
は
色
々

な
役
目
が
あ
っ
た
の
で
大
変
で
し

た
が
、
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
れ
て

よ
か
っ
た
で
す
。

茅
ら
く
り
ん
座
の
演
劇

３
年

小
川

智
也

お
が
わ

と
も
や

ぼ
く
は
、「
マ
キ
ち
ゃ
ん
と
千
年

お
ば
ば
」が
お
も
し
ろ
か
っ
た
で

す
。
こ
の
劇
を
見
て
地
球
お
ん
だ

ん
化
の
こ
と
を
よ
く
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ぼ
く
も
、
地
球
温

だ
ん
化
を
止
め
ら
れ
る
こ
と
を
し

て
、
地
球
を
守
り
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

５
年

寺
嶋

恵
汰

て
ら
し
ま

け
い
た

ぼ
く
は
、
王
様
の
家
来
と
し
て

劇
に
参
加
し
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ

に
立
つ
と
、
最
初
は
も
の
す
ご
く

緊
張
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
や
っ

て
い
る
う
ち
に
、
緊
張
は
抜
け
、

役
に
集
中
で
き
ま
し
た
。
終
わ
る

と
や
り
と
げ
た
と
い
う
充
実
し
た

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
機
会
が

あ
っ
た
ら
、
ま
た
参
加
し
た
い
で

す
。

茅
初
め
て
の
家
庭
科

５
年

島
田

侑
汰

し
ま
だ

ゆ
う
た

五
年
で
初
め
て
家
庭
科
を
や
り

ま
し
た
。
最
初
は
何
を
や
る
か
分

か
ら
ず
不
安
で
し
た
が
、
や
っ
て

い
く
う
ち
に
だ
ん
だ
ん
分
か
っ
て

き
て
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
ま
だ

少
し
し
か
ぬ
い
物
や
料
理
を
し
て

い
な
い
け
れ
ど
、
家
庭
科
の
あ
る

火
曜
日
が
毎
週
楽
し
み
で
す
。

茅
古
墳
を
見
学
し
て

６
年

赤
坂

颯
哉

あ
か
さ
か

そ
う
や

ぼ
く
は
、
さ
き
た
ま
古
墳
群
を

見
学
し
て
、
心
に
残
っ
た
こ
と
が

二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
実
際

に
古
墳
を
見
た
こ
と
で
す
。
想
像

以
上
に
古
墳
は
、
で
か
か
っ
た
の

で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
二
つ
目

は
、
将
軍
山
古
墳
の
中
を
見
学
し

た
こ
と
で
す
。
中
は
狭
く
石
室
な

ど
が
あ
り
、
古
墳
の
中
の
様
子
が

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
最
後
に
ま

が
玉
を
作
り
、
記
念
に
な
り
ま
し

た
。

茅
楽
し
い
社
会３

年

神
原

龍
華

か
ん
ば
ら

り
ゅ
う
か

三
年
生
に
な
っ
て
、
一
・
二
年

生
に
は
な
か
っ
た
社
会
や
理
科
・

ひ
ま
わ
り
タ
イ
ム
が
始
ま
り
ま
し

た
。
わ
た
し
が
一
番
好
き
な
学
習

は
、
社
会
で
す
。
地
図
記
号
や
方

が
く
を
習
い
ま
し
た
。
地
図
記
号

は
、
特
に
楽
し
い
で
す
。

茅
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ

４
年

赤
坂

葉
名

あ
か
さ
か

は
な

わ
た
し
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ク

ラ
ブ
に
入
り
ま
し
た
。
な
ぜ
入
っ

た
か
と
い
う
と
、
音
楽
が
好
き
だ

か
ら
で
す
。
町
の
発
表
会
で
演
奏

を
す
る
の
で
、
が
ん
ば
り
た
い
で

す
。
発
表
す
る
時
は
、
ち
ょ
っ
と

き
ん
ち
ょ
う
す
る
け
ど
、
楽
し
み

で
す
。
こ
れ
か
ら
練
習
を
が
ん
ば

り
、
上
手
に
演
奏
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

茅
消
防
し
ょ
見
学

４
年

田
村

拓
也

た
む
ら

た
く
や

社
会
科
で
消
防
し
ょ
を
見
学
し

ま
し
た
。
ぼ
く
が
一
番
心
に
残
っ

た
の
は
、
は
し
ご
車
で
す
。
は
し

ご
が
一
番
の
び
た
時
、「
こ
ん
な

に
の
び
る
ん
だ
」
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
へ
の
連
絡
を
正
金
寺

先
生
が
し
た
時
、「
こ
ん
な
ふ
う

に
な
る
ん
だ
」
と
思
い
ま
し
た
。

新
学
年
に
な
っ
て
の
活
動

茅
よ
も
ぎ
だ
ん
ご
作
り

２
年

海
老
沼

優
奈

え
び
ぬ
ま

ゆ
う
な

田
口
先
生
に
お
し
え
て
も
ら
っ

て
よ
も
ぎ
だ
ん
ご
を
作
り
ま
し
た
。

よ
も
ぎ
を
こ
ね
て
い
る
時
に
、
い

い
村
先
生
が
手
つ
だ
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
よ
く
こ
ね
た
の
で
、
み
ど

り
に
な
り
ま
し
た
。
よ
も
ぎ
の
い

い
に
お
い
が
し
て
、
た
べ
た
ら
お

い
し
か
っ
た
で
す
。



定
額
給
付
金
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か

町
で
は
、
定
額
給
付
金
の
申
請
書

を
２
月
１
日
現
在
で
野
木
町
に
住
民

記
録
の
あ
る
全
世
帯
の
世
帯
主
の
方

に
、
４
月
６
日
付
け
で
郵
送
し
給
付

を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
給
付
金
の
申
請
期
間
は
要
綱

に
よ
り
、
申
請
書
受
付
開
始
日
か
ら

６
か
月
間
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

月
６
日
が
受
付
締
切
日
（
消
印
有

１０効
）
と
な
り
ま
す
。

ま
だ
、
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
早
め
に
申
請
書
を
ご
提
出
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
申
請
書
が
現
在
ま
で

届
い
て
い
な
い
方
は
早
急
に
町
定
額

給
付
金
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
町
定
額
給
付
金
担
当

（
役
場
本
館
１
階
給
付
金
窓
口
）

撒（

）４
４
８
２

５７

野
木
町
政
治
倫
理
審
査
会

委
員
を
公
募
し
ま
す

町
で
は

年
４
月
か
ら
野
木
町
議

１５

会
議
員
政
治
倫
理
条
例
を
施
行
し
て

い
ま
す
。

条
例
で
は
、
町
議
会
議
員
が
政
治

倫
理
基
準
や
町
工
事
及
び
物
品
購
入

に
関
す
る
遵
守
事
項
に
反
す
る
疑
い

が
あ
る
場
合
、
必
要
な
調
査
等
の
処

理
を
行
う
た
め
、
政
治
倫
理
審
査
会

を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
審
査
会
の
委
員
は
、
議
会
の

同
意
を
得
て
町
長
が
委
嘱
す
る
も
の

で
任
期
は
２
年
と
な
り
ま
す
。

応
募
資
格

①
町
議
会
議
員
及
び
町
長
選
挙
の
選

挙
権
を
有
す
る
方

②
政
治
倫
理
に
関
心
が
あ
り
、
審
査

会
に
出
席
し
て
い
た
だ
け
る
方

公
募
人
員

３
人

審
査
会
実
施
時
期

調
査
請
求
が
あ
っ
た
場
合
、
随
時

開
催
さ
れ
ま
す
。

応
募
方
法

任
意
の
用
紙
に
、
次
の
事
項
を
記

入
し
、
町
総
務
課
あ
て
に
郵
送
、

F
A
X
、
E
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

①「
政
治
倫
理
審
査
会
委
員
応
募
」
と

明
記

②
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

応
募
期
限

７
月

日
必
着

２３

選

考

応
募
多
数
の
場
合
抽
選

問
町
総
務
課

撒（

）４
１
１
４

５７

姉（

）４
１
９
０

５７

死so
u
m
u
@
to
w
n
.n
o
g
i.to
ch
ig
i.jp
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In
fo
rm

a
tio

n

お知らせ

防衛大学校等学生及び自衛官募集案内

試験期日受付期間資格等募集種目

１次：１１/７・８

９/７～１０/２

高卒（見込含）
２１歳未満の方

防衛大学校学生

１次：１０/３１・１１/１防衛医科大学校学生

１次：９/２３８/１～９/１１航空学生

１次：１０/２４９/７～１０/２
高卒（見込含）
２４歳未満の方

看護学生

１次：９/１９８/１～９/１１

１８歳以上
２７歳未満の方

一般曹候補生

受付時にお知らせ年間を通じて男子

2等陸・海・空士

９/２７・２８８/１～９/１１女子

問 自衛隊小山地域事務所 撒０２８５（２５）４７６３

人

権

標

語

小
さ
な
勇
気
か
ら
生
ま
れ
る

大
き
な

笑
顔

友
沼
小
学
校

本
田

尚
哉

ほ
ん
だ

な
お
や

（

年
度
に
学
校
を
通
し
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）

２０



町
職
員
を
募
集
し
ま
す

職
種
・
受
験
資
格

一
般
事
務
職

若
干
名

平
成

年
３
月

日
現
在
で
、
大

２２

３１

学
・
短
大
・
高
等
学
校
・
専
門
学

校
卒
業
予
定
者
ま
た
は
卒
業
者
で
、

昭
和

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

５７

れ
た
方

１
次
試
験
日

９
月

日（
日
）

２０

試
験
会
場

白

大
学

試
験
方
法

筆
記
試
験

申
込
受
付

７
月

日
～

日

１３

３１

※
来
庁
→
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

※
郵
送
→
７
月

日
消
印
有
効

３１

受
付
場
所

町
総
務
課

採
用
予
定

平
成

年
４
月
１
日

２２

※
募
集
要
項
を
、
７
月
１
日
か
ら
町

総
務
課
で
配
付
し
ま
す
。
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
。

問
町
総
務
課

撒（

）４
１
５
９

５７

個
人
事
業
税
の
納
税

８
月
は
、

年
中
に
個
人
で
事
業

２０

を
営
ま
れ
て
い
た
方
に
、
個
人
事
業

税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
納
め
る
額
は
、

原
則
と
し
て
所
得
額
か
ら
２
９
０
万

円
を
引
い
た
額
に
次
の
税
率
を
乗
じ

た
金
額
に
な
り
ま
す
。

１
期
分
の
納
期
限
は
８
月

日
で

３１

す
の
で
、
金
融
機
関
で
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。
２
期
分
の
納
付
書
は
、
１１

月
上
旬
に
発
送
と
な
り
ま
す
。

口
座
振
替
に
よ
る
納
税
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
今
年
度
の
２
期
分
（
１１

月
）
か
ら
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
の
で
、

金
融
機
関
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
栃
木
県
税
事
務
所

撒
０
２
８
２（

）３
４
１
４

２３

家
屋
を
新
築
等
に
よ
り

取
得
さ
れ
た
方
へ

今
月
は
、

年
中
に
家
屋
を
新
築
、

２０

増
築
及
び
改
築
に
よ
り
取
得
さ
れ
た

方
に
対
し
、
不
動
産
取
得
税
が
課
税

さ
れ
ま
す
。
納
税
通
知
書
が
送
付
さ

れ
た
方
は
、
納
期
限（
７
月

日
）ま

３１

で
に
、
金
融
機
関
ま
た
は
県
税
事
務

所
に
て
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

問
栃
木
県
税
事
務
所

撒
０
２
８
２（

）３
４
１
３

２３

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
制
度

所
得
が
少
な
い
な
ど
、
保
険
料
を

納
め
る
の
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合

に
は
、
ご
本
人
の
申
請
に
よ
っ
て
、

保
険
料
の
納
付
が「
免
除
」ま
た
は

「
猶
予
」さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

免
除（
全
額
免
除
・
一
部
納
付
）申
請

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
申

請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
額
免
除
、

ま
た
は
一
部
納
付
と
な
り
ま
す
。

若
年
者
納
付
猶
予
申
請

歳
未
満
の
方
で
、
本
人
、
配
偶

30
者
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
に
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
申
請

学
生
の
方
で
、
本
人
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
に
、
申
請
す
る
こ

と
に
よ
り
、
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

問
町
住
民
課

撒（

）４
１
４
０

５７

お知らせ

（9）

税率事業の種別区分

5/100
製造業、物品販売業、
不動産貸付業等

第一種
事 業

4/100
畜産業、水産業、
薪炭製造業

第二種
事 業

5/100
医業、弁護士業、
理美容業等第三種

事 業
3/100

あんま・はり・
きゅう等の業等

「納付」と「全額免除・一部納付」等と「未納」はこのように違います

未納
若年者猶予

学生特例
一部納付全額免除納付

×

（入りません）

○

（入ります）

○

（入ります）

○

（入ります）

○

（入ります）

年金受給

資格期間

×

（されません）

×

（されません）

○

（一部）

○

（２分の１）

○

（されます）

年金額に

計算



（10）

今
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
・

介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
分
）

の
納
期
で
す

納
付
書
の
発
送
予
定
は
、
７
月
１５

日
で
す
。
納
期
は
７
月
か
ら
翌
年
２

月
ま
で
の
８
回
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税

国
民
健
康
保
険
税（
以
下
、国
保

税
）は
、
私
た
ち
が
病
気
や
け
が
を

し
た
時
に
安
心
し
て
治
療
を
受
け
る

た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。
加
入
し

て
い
る
皆
さ
ん
が
、
お
金
を
出
し
合

い
相
互
扶
助
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
に
納
期
限
内
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

※

年
度
の
主
な
改
正
点

２１年
齢
が

歳
以
上

歳
未
満
の
方

４０

６５

は
、
介
護
保
険
第
２
号
被
保
険
者
と

し
て
国
保
税
の
中
で
介
護
保
険
料
を

納
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
介
護
保
険
分
の
課
税
限
度
額
が

９
万
円
（

年
度
）
か
ら

万
円
に

２０

１０

改
正
と
な
り
ま
し
た
。

◎
納
税
義
務
者

①
４
月
１
日
現
在
、
ま
た
は
そ
れ
以

降
に
野
木
町
国
民
健
康
保
険
（
以

下
、
国
保
）
の
被
保
険
者
で
あ
る

世
帯
主

②
４
月
１
日
現
在
、
ま
た
は
そ
れ
以

降
に
擬
制
世
帯
主
（
世
帯
主
は
国

保
に
加
入
し
て
い
な
い
が
、
そ
の

家
族
が
加
入
し
て
い
る
場
合
）
で

あ
る
方

◎
税
額
の
計
算
方
法

年
税
額
＝
均
等
割
＋
平
等
割
＋
所
得

割
＋
資
産
割

課
税
限
度
額
（
医
療
保
険
分

万
円
、

４７

介
護
保
険
分

万
円
、
後
期
支
援
分

１０

万
円
）

１２

◎
賦
課
算
定
の
対
象
年
齢

医
療
保
険
分

０
歳
～

歳
未
満

７５

後
期
支
援
分

０
歳
～

歳
未
満

７５

（

歳
以
上
で
障
が
い
認
定
者
を
除
く
）

６５介
護
保
険
分

歳
以
上

歳
未
満

４０

６５

◎
被
保
険
者
の
異
動
届
出

国
保
の
加
入
・
脱
退
に
は
、
自
ら

町
住
民
課
に
届
出
が
必
要
で
す
。
加

入
届
出
が
遅
れ
る
と
、
国
保
税
を
遡

っ
て
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
脱
退
届
出
が
遅
れ
る
と
、
い
つ

ま
で
も
国
保
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
所
得
の
申
告
に
つ
い
て

所
得
の
少
な
い
世
帯
に
は
、
国
保

税
の
軽
減
が
あ
り
ま
す
が
、
所
得
の

申
告
が
無
い
と
世
帯
の
所
得
状
況
が

不
明
の
た
め
軽
減
が
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

に
つ
い
て

対
象
者
に
は
、「
特
別
徴
収
税
額
の

通
知
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
（
次
の
①
～
③
の
す
べ
て
に

該
当
の
方
）

①
世
帯
主
が
国
保
の
被
保
険
者
と

な
っ
て
い
る

②
世
帯
内
の
国
保
被
保
険
者
の
全

員
が

歳
以
上

歳
未
満
で
あ
る

６５

７５

③
年
額

万
円
以
上
の
年
金
受
給

１８

者
で
、
介
護
保
険
料
と
国
保
税
の

合
算
額
が
年
金
受
給
額
の
２
分
の

１
を
超
え
な
い

介
護
保
険
料

※

年
度
の
主
な
改
正
点

２１
◎
介
護
保
険
料
の
改
正
が
行
わ
れ
ま

し
た
。（
次
頁
表
を
参
照
）

◎
制
度
改
正
に
よ
る
負
担
増
を
緩
和

す
る
た
め
に
、
保
険
料
の
段
階
区
分

を
こ
れ
ま
で
の
６
段
階
か
ら
７
段
階

に
変
更
し
ま
し
た
。

野
木
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
高
齢

者
の
増
加
に
伴
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

用
が
年
々
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
介
護
に
従
事
す
る
方
の
処
遇
改

善
の
た
め
に
介
護
報
酬
の
見
直
し
が

必
要
と
な
り
ま
し
た
。

介
護
保
険
料
は
、
介
護
が
必
要
に

な
っ
た
と
き
に
安
心
し
て
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
た
め
の
大
切
な

財
源
で
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
町
税
務
課

撒（

）４
１
２
１

５７

In
fo
rm

a
tio

n

お知らせ

税 率
課税標準区分

介護保険後期支援医療保険

１人につき

６，０００円

１人につき

６，２００円

１人につき

２２，０００円
世帯内の被保険者数均等割

１世帯につき

６，０００円

１世帯につき

６，２００円

１世帯につき

２２，０００円
一世帯一律に平等割

１．３％１．５％６．４％
前年中の総所得金額等

－33万円
所得割

４．３％７．０％３３．０％
固定資産税額

(土地、建物にかかる分)
資産割



保険料

（ ）内は２０年度
算定基準対象者区分

２２，８００円

（２０，１００円）

基準額

×0.5

生活保護受給者、本人および世帯全員が町民税非課税で老齢福祉年金受

給者
第１段階

２２，８００円

（２０，１００円）

基準額

×0.5

本人および世帯全員が町民税非課税で、前年合計所得金額＋課税年金収

入額が80万円以下の方
第２段階

３４，２００円

（３０，１００円）

基準額

×0.75

本人および世帯全員が町民税非課税で、前年合計所得金額＋課税年金収

入額が80万円を超える方
第３段階

４１，０００円

（４０，２００円）

基準額

×0.9

本人が町民税非課税で、本人の前年合計所得金額＋課税年金収入額が80

万円以下の方（世帯内に町民税課税者がいる場合）

第４段階

①

４５，６００円

（４０，２００円）
基準額

本人が町民税非課税で、本人の前年合計所得金額＋課税年金収入額が80

万円を超える方（世帯内に町民税課税者がいる場合）

第４段階

②

５２，４００円

（５０，２００円）

基準額

×1.15
本人が町民税課税で、前年合計所得金額が125万円未満の方第５段階

５７，０００円

（５０，２００円）

基準額

×1.25
本人が町民税課税で、前年合計所得金額が125万円以上200万円未満の方第６段階

６８，４００円

（６０，３００円）

基準額

×1.5
本人が町民税課税で、前年合計所得金額が200万円以上の方第７段階

子
ど
も
祭
り

「
み
ん
な
で

あ
・
そ
・
ぼ
外
」

子
ど
も
を
連
れ
て
遊
び
に
来
ま
せ

ん
か
。
子
ど
も
を
持
つ
親
へ
の
子
育

て
支
援
と
仲
間
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
が
企

画
し
ま
し
た
。

日

時
７
月
４
日（
土
）

午
前

時
～

時

分

１０

１２

３０

会

場

町
公
民
館
視
聴
覚
室

他

対

象

小
学
校
低
学
年
程
度
ま
で

の
子
ど
も
と
保
護
者

内

容
折
り
紙
、
ゲ
ー
ム
、
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
な
ど

参
加
費

１
０
０
円（
一
家
族
）

申
込
不
要
・
直
接
会
場
へ

そ
の
他

・
乳
幼
児
は
託
児
し
ま
す
。

・
動
き
や
す
い
服
装
で
。

問
町
健
康
福
祉
課
撒（

）４
１
７
２

５７

お
や
こ
食
育
教
室

自
分
で
や
る
っ
て
、
お
も
し
ろ
い
外

親
子
で
い
っ
し
ょ
に
作
っ
て
、
い
っ

し
ょ
に
食
べ
る
外

食
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
食
生
活
改
善
推
進

員
に
よ
る「
お
や
こ
食
育
教
室
」を
開

催
し
ま
す
。

参
加
記
念
と
し
て
全
員
に
食
育
バ

ン
ダ
ナ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
外

日

時
８
月

日（
木
）

２７

午
前

時
～
午
後
１
時

分

１０

３０

会

場

町
公
民
館

対

象

町
在
住
小
学
生
と
保
護
者

募
集
人
員

先
着

組
１２

参
加
費

大
人

３
０
０
円

子
ど
も

２
０
０
円

（
保
険
料
含
む
）

メ
ニ
ュ
ー

魚
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ソ
ー
ス
、サ

ラ
ダ
、ご
は
ん
、デ
ザ
ー
ト（
予
定
）

申
込
期
限

７
月

日
１７

申
込
方
法

参
加
費
を
添
え
町
健
康
福
祉
課
へ

主

催

町
食
生
活
改
善
推
進
員
会

問
町
健
康
福
祉
課
撒（

）４
１
７
１

５７

お知らせ

（11）



敬
老
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

町
の
敬
老
会
は
、
多
年
に
わ
た
り

社
会
に
尽
く
し
て
き
た
高
齢
者
を
敬

愛
し
、
長
寿
を
祝
う
と
と
も
に
、
広

く
町
民
が
高
齢
者
の
福
祉
に
つ
い
て

の
関
心
と
理
解
を
深
め
、
か
つ
、
高

齢
者
が
自
ら
の
生
活
の
向
上
に
努
め

る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
さ
れ
ま
す
。
運
営
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

内

容

敬
老
会
全
般
の
業
務

酸
準
備資

料
等
の
作
成

酸
当
日司

会
、
高
齢
者
受
付
、
招
待
者

受
付
、
送
迎
、
救
護
、
接
待
、

駐
車
場
案
内
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
等

募
集
人
員

準
備
／
若
干
名

当
日
／

名
程
度

１０

応
募
資
格

・
町
在
住
の
方

・
満

歳
以
上
の
方

２０

（
平
成

年
４
月
１
日
現
在
）

２１

・
町
民
活
動
に
つ
い
て
関
心
・
熱
意

の
あ
る
方

・
町
議
会
議
員
及
び
町
職
員
以
外
の

方

期

日

酸
準
備

８
月

日（
月
）～
９
月
２
日（
水
）

２４

午
前
８
時

分
～
午
後
４
時
頃

３０

酸
当
日

９
月
３
日（
木
）

午
前
８
時

分
～
午
後
４
時
頃

３０

報

酬

あ
り
ま
せ
ん

募
集
期
間

７
月

日
～
８
月

日

１３

１４

応
募
方
法

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
健
康
福
祉
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
便
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
用
紙
は
健
康
福
祉
課
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

選
考
方
法

書
類
に
よ
る
選
考

問
町
健
康
福
祉
課
撒（

）４
１
７
２

５７

死k
en
k
o
u
fu
k
u
sh
i@
to
w
n
.n
o
g
i.

to
ch
ig
i.jp

介
護
支
援
専
門
員
実
務

研
修
受
講
試
験

介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
、
適
切

な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ

う
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
や
事
業
者

と
の
連
絡
調
整
等
を
行
う
介
護
支
援

専
門
員
を
養
成
す
る
た
め
の
試
験
で

す
。

日

時

月

日（
日
）

１０

２５

午
前

時
～
正
午

１０

会

場
①
宇
都
宮
短
期
大
学
付
属
高
校

②
と
ち
ぎ
健
康
の
森

試
験
案
内
書
配
布
期
間
・
場
所

７
月
１
日
～

日
３１

町
健
康
福
祉
課
／
県
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
／
県
高
齢
対
策
課
／
と
ち

ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ
／
県
シ
ル
バ
ー
大

学
校
／
と
ち
ぎ
健
康
の
森

受
付
期
間
・
方
法

７
月
１
日
～

日（
消
印
有
効
）

３１

試
験
案
内
同
封
の
封
筒
で
簡
易
書

留
に
て
送
付

受
験
料

８
０
０
０
円

問
社
会
福
祉
法
人

と
ち
ぎ
健
康
福
祉
協
会

撒
０
２
８（
６
５
０
）５
５
８
７

〒
３
２
０
‐
８
５
０
３

宇
都
宮
市
駒
生
町
３
３
３
７
‐
１

と
ち
ぎ
健
康
の
森
２
階

町
健
康
福
祉
課
撒（

）４
１
７
３

５７

不
妊
治
療
費
助
成
事
業
が

始
ま
り
ま
し
た

不
妊
治
療
を
受
け
る
夫
婦
に
対
し
、

野
木
町
不
妊
治
療
支
援
事
業
補
助
金

を
交
付
し
、そ
の
不
妊
治
療
に
要
す

る
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に

よ
り
、不
妊
で
悩
む
夫
婦
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

と
し
ま
す
。

開
始
時
期

年
４
月
１
日
～

２１

助
成
対
象

医
療
保
険
適
用
外
の
不
妊
治
療

・
人
工
授
精

・
体
外
受
精

・
顕
微
授
精

所
得
制
限

な
し

給
付
額

助
成
対
象
経
費
の
１
／
２
以
内
で

万
円
を
限
度
に
、
１
年
度
に
つ

１５き
１
回
と
し
、
通
算
し
て
５
か
年

を
限
度
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
助

成
対
象
経
費
は
、
治
療
に
要
し
た

経
費
か
ら
、
県
の
実
施
す
る
特
定

不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の
助
成
額

を
控
除
し
た
額
と
し
ま
す
。

補
助
条
件

野
木
町
に
１
年
以
上
在
住
の
夫
婦

問
町
健
康
福
祉
課
撒（

）４
１
７
１

５７

（12）
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生
ご
み
分
別
と

資
源
物
調
査
に
ご
協
力
を

町
環
境
委
員
会
で
は
、家
庭
か
ら

出
さ
れ
る
生
ご
み
と
資
源
物
の
分
別

排
出
の
調
査
と
指
導
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

地
区
の
環
境
委
員
が
立
合
い
ま
す
の

で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

７
月
、

月
の
生
ご
み
及
び
資
源

１０

物
の
回
収
日

場

所
生
ご
み
集
積
所
・
資
源
物
回
収
場
所

内

容
町
の
ご
み
出
し
の
決
ま
り
を
守
っ

て
い
る
か
。
資
源
物
回
収
コ
ン
テ

ナ
の
利
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
調

査
し
、
必
要
に
応
じ
て
排
出
す
る

方
に
指
導
を
し
ま
す
。

問
町
生
活
環
境
課
撒（

）４
１
３
１

５７

一
般
競
争
入
札
の
導
入
に
つ
い
て

野
木
町
で
は
、談
合
等
不
正
行
為

防
止
と
入
札
制
度
の
よ
り
一
層
の
透

明
性
及
び
競
争
性
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
、平
成

年
７
月
１
日
よ

２１

り
予
定
価
格
３
０
０
０
万
円
以
上
の

建
設
工
事
に
つ
い
て
郵
便
入
札
に
よ

る
事
後
審
査
型
条
件
付
き
一
般
競
争

入
札
を
導
入
い
た
し
ま
す
。

※
条
件
付
き
一
般
競
争
入
札
と
は

不
良
不
適
格
業
者
の
排
除
や
工
事

の
品
質
確
保
の
観
点
か
ら
入
札
参
加

資
格
に
一
定
の
条
件
を
付
し
た
上
で

当
該
条
件
を
満
た
す
入
札
参
加
希
望

者
に
競
争
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
落
札

者
を
決
定
す
る
方
法
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
町
財
政
管
理
課
撒（

）４
１
１
７

５７

お知らせ

（13）

母子保健推進員（H21・22年度）
担当地区氏 名担当地区氏 名

丸林上１中野 房子本新田・下影・角新田大竹 要子

丸林上２・３岡村 好江上羽ヶ田・中古屋・友下・友西

丸林東中１・２小川 登喜子松原１・２・３

丸林東下２・５石井 恭子卯ノ木１・２西巻 ちず子

丸林東下３・４大関 則子松原４東・４西・ブルーミングガーデン高倉 弘美

丸林西上真瀬 トシ子新橋西１・２・３・芝山１・２谷井 明美

丸林西中１・２真木内 眞理子新橋東１・２・３小倉 優子

丸林西中３・４広瀬 久美子大塚１・２佐々木 時子

丸林西下・プレシーン諏訪 和枝野木１の１・１の２・２・野木原小林 恵理子

丸林東下１真瀬 美智子野木３・４・５・６田部井 淑江

潤島１・２・４船山 正子野渡１・２の１・２の２・３・４・６・富岡藤井 和子

潤島３蓬田 久子野渡５・狐塚１・２・陽光台知久 美津枝

若林全域舘野 裕子矢畑・中根・御門・座又・行家伏木 洋子

佐川野全域中里 美智代篠山１・２・中之内・北斗真瀬 美春

川田全域老沼 光子中谷全域酒井 享子

第

回
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

１８ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
７
月

日（
金
）～

日（
日
）に
開
催
さ
れ
ま
す
。

２４

２６

今
回
は
、メ
イ
ン
会
場
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た「
商
工
祭
歌
謡
シ
ョ
ー
」と「
中
学
生
に
よ

る
和
太
鼓
演
奏
・
吹
奏
楽
演
奏
」は
、エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
に
会
場
を
移
し
ま
す
。そ
の
他
の
イ
ベ

ン
ト
等
は
、今
ま
で
ど
お
り
メ
イ
ン
会
場
で
行
わ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
７
月
中
旬
頃
、新
聞
各
紙
に
折
り
込
ま
れ
る
案
内
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
町
観
光
協
会
事
務
局（
町
産
業
課
内
）

撒（

）４
１
５
３

５７



町
営
墓
地
の
整
備
に
つ
い
て

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

造
成
工
事

平
成

年
９
月
～
工
事
着
工
予
定

２１

平
成

年
３
月
末
工
事
完
了
予
定

２２

※
完
了
後
、
現
地
見
学
会
を
予
定

募
集
・
販
売
予
定

平
成

年
４
月
以
降

２２

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、

広
報
の
ぎ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

管
理
運
営
審
議
会

平
成

年
６
月
～

月

２１

１１

※
４
回
程
度
開
催
予
定
。
墓
地
の
管

理
と
運
営
に
つ
い
て
、
内
容
を
審
議

し
ま
す
。

問
町
生
活
環
境
課
撒（

）４
１
３
１

５７

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
更
新
講
習
会

日

時
９
月

日（
火
）

１５
月
１
日（
木
）

１０
※
両
日
と
も
午
後
２
時
～
４
時

会

場
宇
都
宮
市
文
化
会
館

受
付
期
間

７
月

日
～

日（
消
印
有
効
）

１７

３１

対

象
現
在
資
格
を
有
し
、
有
効
期
限
が

平
成

年
３
月

日
ま
で
の
方

２２

３１

申

込
申
込
書
類
は
、
受
付
開
始
日
の
２

週
間
前
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

問
栃
木
県
建
設
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー

撒
０
２
８（
６
２
６
）３
１
８
７

米
粉

菓
子
づ
く
り

de

ク
ッ
キ
ー
と
ブ
ッ
セ
を
作
り
ま
す

目

的

・
米
消
費
拡
大
事
業

（
栃
木
米
１
０
０
％
使
用
）

・
食
の
理
解
促
進

日

時
第
１
回

８
月

日（
水
）

１９

第
２
回

８
月

日（
木
）

２０

※
両
日
と
も
午
前
９
時

分
～
正
午

３０

で
同
じ
内
容
で
す
。

会

場

町
公
民
館

対

象
小
学
３
年
生
以
上
の
町
在
住
者

（
小
学
生
は
親
子
で
）

内

容

★
さ
っ
く
り
と
し
た
米
粉
ク
ッ
キ
ー

チ
ョ
コ
チ
ッ
プ
や
コ
コ
ア
を
混
ぜ

型
抜
き
し
ま
す
。

★
も
っ
ち
り
、し
っ
と
り
と
し
た
ブ
ッ
セ

バ
タ
ー
ク
リ
ー
ム
を
挟
み
ま
す
。

定

員

各
日
先
着

名
１５

費

用

１
０
０
０
円（
材
料
費
等
）

講

師

日
の
本
穀
粉（
株
）

申
込
方
法

７
月

日
～

日
ま
で

１３

１７

に
費
用
を
添
え
町
産
業
課
へ

用
意
す
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

問
町
産
業
課

撒（

）４
１
５
１

５７

交
通
遺
児
奨
学
生
募
集

交
通
遺
児
に
奨
学
金
を
お
貸
し
し

ま
す
。

応
募
資
格

保
護
者
等
が
道
路
に
お
け
る
交
通

事
故
で
死
亡
し
た
り
、
重
い
後
遺

障
が
い
の
た
め
に
働
け
ず
、
経
済

的
に
修
学
が
困
難
な
生
徒
・
学
生

で
申
込
時

歳
ま
で
の
方

２９

奨
学
金
貸
与
額
（
無
利
子
）

返
還
方
法

年
以
内
の
割
賦
返
済

２０
問（
財
）交
通
遺
児
育
英
会

撒
０
３（
３
５
５
６
）０
７
７
３

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
‐
５
２
１
２
８
６

（14）
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駐車場駐車場駐車場

洋式墓地洋式墓地洋式墓地

和式墓地和式墓地和式墓地

合葬墓地合葬墓地合葬墓地

保存樹林帯保存樹林帯保存樹林帯

和式墓地和式墓地和式墓地

洋式墓地洋式墓地洋式墓地

入口入口入口

【洋式墓地（3.3㎡）310基・和式墓地（5.0

㎡）156基・合葬墓地1箇所（40納骨）】

入学一時金月額学校

２０～６０万円２～４万円高校・高専

４０～８０万円４～６万円大学・短大

２０～６０万円２～４万円専修・高等

４０～８０万円４～６万円専修・専門

―５～１０万円大学院



中
学
校
一
部
選
択
制

町
内
の
ど
の
中
学
校
へ
入
学
す
る

か
は
、
住
所
に
よ
る
通
学
区
域
に
基

づ
き
決
定
さ
れ
ま
す
。

町
で
は
、
地
方
分
権
推
進
や
国
の

教
育
改
革
の
流
れ
を
受
け
て
、
児
童

や
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学
校

選
択
機
会
の
拡
大
と
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
と
い
う
観
点
か
ら
、
通
学
区

域
制
度
の
規
制
緩
和
を
図
る
制
度
を

導
入
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
一
部
選
択
制
と
は
？

Ａ

従
来
の
通
学
区
域
を
残
し
た
ま

ま
、
毎
年
度
決
定
す
る
受
入
生

徒
数
の
範
囲
内
で
、
希
望
す
る

別
の
中
学
校
へ
の
就
学
を
認
め

る
も
の
で
す
。

Ｑ
希
望
す
る
に
は
？

Ａ

保
護
者
に
申
請
し
て
い
た
だ
き

教
育
委
員
会
が
所
定
の
手
続
き

を
と
り
入
学
を
決
定
し
ま
す
。

卒
業
ま
で
通
う
こ
と
、
自
力
で

通
学
で
き
る
こ
と
な
ど
を
条
件

と
し
ま
す
。

Ｑ
受
入
生
徒
数（

年
度
入
学
）は
？

２２

Ａ

野
木
中
学
校

名
１５

野
木
第
二
中
学
校

名
１５

※
受
入
枠
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

保
護
者
向
け
説
明
会

８
月
１
日（
土
）

午
前

時
～

１０

町
公
民
館

学
校
見
学
会

６
年
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に

各
中
学
校
で
実
施
し
ま
す
。
詳
細

は
学
校
を
通
じ
て
保
護
者
に
ご
案

内
し
ま
す
。

問
町
こ
ど
も
教
育
課撒（

）４
１
８
３

５７

国
際
交
流
協
会
の
催
し

い
け
ば
な
の
楽
し
み
方
・
講
座

「
夏
の
花
を
楽
し
む
」い
け
ば
な

日

時

７
月

日（
日
）

１９

午
後
１
時

分
～
３
時

分

３０

３０

会

場

町
公
民
館

講

師

町
国
際
交
流
協
会
会
員

受
講
料

国
際
交
流
協
会
会
員

２
５
０
円

一
般

５
０
０
円

対

象

町
内
・
近
隣
市
町
在
住
者

（
外
国
籍
の
方
も
含
む
）

定

員

先
着

名
１０

申

込

７
月
１
日
～

日
に
受
講

１０

料
を
添
え
町
国
際
交
流
協
会
（
町
公

民
館
内
）へ

韓
国
語
入
門
教
室

ハ
ン
グ
ル
の
基
礎
、
発
音
か
ら
始

め
る
初
心
者
対
象
の
入
門
ク
ラ
ス

日

時
７
月

日
、

日
、

日（
土
）

１１

１８

２５

計
３
回

午
後
１
時
～
２
時

分
３０

会

場

町
公
民
館

講

師

外
国
人
講
師

受
講
料

国
際
交
流
協
会
会
員

２
０
０
円

一
般

４
０
０
円

定

員

先
着
６
名

申

込

７
月
２
日
～
９
日
に
受
講

料
を
添
え
町
国
際
交
流
協
会
（
町
公

民
館
内
）へ

問
町
国
際
交
流
協
会

（
町
公
民
館
内
）

撒（

）４
１
８
８

５７

図
書
館
コ
ン
サ
ー
ト
１９

～
煌
め
く
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
の
世
界
へ
～

図
書
館
を
も
っ
と
町
民
の
皆
さ
ん

に
親
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
音
楽
家
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
き
ま
す
。
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
を

チ
ェ
ン
バ
ロ
の
生
の
音
で
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。

日

時

７
月

日（
日
）

１２

午
後
２
時
～
３
時

会

場

町
図
書
館
２
階
ホ
ー
ル

入
場
無
料

演

奏

落
合
崇
史
さ
ん

高
橋
明
日
香
さ
ん

中
村
文
栄
さ
ん

演
奏
曲

カ
ノ
ン
、デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ
ド
レ
ー
他

定

員

先
着

名
程
度

４０

申
込
期
間

７
月
１
日
～

日
１０

申
込
方
法

町
図
書
館
へ（
電
話
可
）

問
町
図
書
館

撒（

）２
８
１
１

５７

お知らせ
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夏
休
み
親
子
市
場
見
学
会

参
加
者
募
集

栃
木
県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場
で

は
、
市
場
の
い
ろ
い
ろ
な
内
容
を
知

っ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
新
鮮
な
魚

や
野
菜
・
果
物
・
花
な
ど
を
直
接
自

分
の
目
で
見
て
い
た
だ
く
た
め
、
親

子
市
場
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

日

時
８
月
８
日（
土
）

午
前
５
時

分
～
午
前
９
時

３０

募
集
人
員

先
着

組（
小
学
生
親
子
・

名
）

３０

６０

※
１
家
族
１
組
限
定

見
学
内
容

ま
ぐ
ろ
せ
り
見
学
→
水
産
冷
蔵
庫

体
験（
マ
イ
ナ
ス

度
）→
市
場
内

５０

見
学
→
青
果
せ
り
見
学
→
朝
食
→

自
由
見
学（
買
い
物
含
む
）

※
朝
食
は
県
南
市
場
で
用
意
し
ま
す
。

参
加
無
料

申

込
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、７
月

日
ま
で
に
協
力
会
事

２４

務
局
へ（
申
込
書
は
協
力
会
事
務

局
に
あ
り
ま
す
）な
お
、申
込
み
は
、

本
人
ま
た
は
家
族
の
方
に
限
り
ま

す
。ま
た
、電
話
及
び
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
協
力
会
事
務
局

小
山
市
下
河
原
田
９
５
４

県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場
協
力
会

（
３
階
管
理
事
務
所
内
）

撒
０
２
８
５（

）３
３
３
０

３８

福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア

２
０
０
９

と
ち
ぎ

in

栃
木
県
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
人

材
・
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、県
民
の
方

を
対
象
に
福
祉
人
材
確
保
及
び
福
祉

職
希
望
者
へ
の
就
労
支
援
を
目
的
と

し
て
福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア
を
開

催
し
ま
す
。

日

時

８
月
１
日（
土
）

午
後
１
時
～
４
時

会

場

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ

（
宇
都
宮
市
若
草
１
‐

‐
６
）

１０

内

容

産
福
祉
施
設
・
事
業
所
採
用
担
当
者

と
の
個
別
面
談

産
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、ナ
ー
ス
バ
ン
ク
、

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
求
職

相
談
、資
格
相
談

産
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る

職
業
相
談

産
介
護
事
業
所
の
職
場
環
境
改
善
等

の
相
談

参
加
無
料
・
申
込
不
要

問
栃
木
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

撒
０
２
８（
６
４
３
）５
６
２
２

裁
判
所
事
務
官
採
用

Ⅲ
種
試
験

裁
判
所
で
は
、
平
成

年
度
裁
判

２１

所
事
務
官
採
用
Ⅲ
種
試
験
を
実
施
し

ま
す
。

受
験
資
格

昭
和

年
４
月
２
日
～
平
成
４
年

６３

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

募
集
人
員

約

人
２０

（
東
京
高
裁
管
轄
区
域
）

第
１
次
試
験

９
月

日（
日
）

１３

酸
教
養
試
験

酸
適
正
試
験

酸
作
文
試
験

申
込
期
間

７
月

日
～

日（
消
印
有
効
）

１４

２２

申
込
方
法

宇
都
宮
地
方
裁
判
所
本
庁
、
各
支

部
及
び
小
山
簡
易
裁
判
所
に
あ
る

申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
簡
易
書

留
郵
便
で

問
宇
都
宮
地
方
裁
判
所

撒
０
２
８（
６
２
１
）２
１
１
１
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統
計
グ
ラ
フ

栃
木
県
コ
ン
ク
ー
ル

県
内
の
小
学
生
、中
学
生
、高
校
生
、

大
学
生
及
び
一
般
の
方
を
対
象
に
統

計
グ
ラ
フ
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

課

題

自
由

小
学
校
４
年
以
下
の
応
募
は
、児

童
自
ら
観
察
ま
た
は
結
果
を
グ
ラ

フ
に
し
た
も
の
。

用
紙
サ
イ
ズ

Ｂ
２
判

仕
上
げ
寸
法

・
８
唖
×

・
５
唖

７２

５１

た
て
よ
こ
ど
ち
ら
で
も
可

貼
り
合
わ
せ
で
も
Ｂ
２
判
で
あ
れ

ば
可

紙
質
・
色
彩

自
由

表
面
の
板
張
り（
パ
ネ
ル
仕
上
げ
）、

表
面
の
セ
ロ
ハ
ン
カ
バ
ー
な
ど
は

不
可

応
募
点
数

何
点
で
も
可

２
枚
以
上
に
わ
た
る
「
シ
リ
ー
ズ

作
品
」
は
不
可

合
作
人
数

１
作
品
５
人
以
内

送
り
先

〒
３
２
０
‐
８
５
０
１

宇
都
宮
市
塙
田
１
‐
１
‐
２０

栃
木
県
統
計
課

締
切
日

９
月
４
日
必
着

問
栃
木
県
統
計
課

撒
０
２
８（
６
２
３
）２
２
４
２

「
ジ
ュ
ニ
ア
知
事
さ
ん
」

作
品
募
集

栃
木
県
で
は
、「
ジ
ュ
ニ
ア
知
事
さ

ん
」と
い
う
名
称
で
、県
内
の
小
学
校

４
・
５
・
６
年
生
の
皆
さ
ん
か
ら
、「
も

し
私
が
知
事
に
な
っ
た
ら
こ
ん
な
こ

と
を
し
て
み
た
い
」を
基
本
テ
ー
マ

と
し
た
提
案
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
期
間

７
月
１
日
～
９
月
７
日

応
募
方
法

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
１
枚
に

提
案
を
ま
と
め
（
余
白
に
題
）、
裏

面
に
名
前（
ふ
り
が
な
）・
学
校
名
・

学
年
・
性
別
・
住
所
・
電
話
番
号

を
記
入
の
う
え
、
県
広
報
課
へ

送
り
先

〒
３
２
０
‐
８
５
０
１

宇
都
宮
市
塙
田
１
‐
１
‐
２０

栃
木
県
広
報
課

問
栃
木
県
広
報
課

撒
０
２
８（
６
２
３
）２
１
５
８

小
山
聖
苑
か
ら
の
お
知
ら
せ

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
小
山
聖

苑
は
、
７
月
中
旬
か
ら
８
月
中
旬
ま

で
の
１
か
月
間
、
火
葬
炉
（
煉
瓦
）

一
部
積
み
替
え
工
事
を
行
い
ま
す
。

皆
様
に
は
ご
利
用
の
際
、
ご
不
便

を
お
掛
け
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が

ご
協
力
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

問
小
山
聖
苑

撒
０
２
８
５（

）１
１
７
５

２２

お
詫
び
と
訂
正

６
月
号
８
ペ
ー
ジ『
介
護
保
険
料
を
特
別

徴
収
で
納
付
さ
れ
る
方
へ
』中
、『
６
月
以
降

に
特
別
徴
収
で
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料

額
を
、前
年
中
に「
介
護
保
険
料
特
別
徴
収

開
始
通
知
書
」
で
あ
ら
か
じ
め
お
知
ら
せ
し

た
額
に
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
』と
あ

る
の
は『
６
月
以
降
に
特
別
徴
収
で
納
め
て

い
た
だ
く
保
険
料
額
を
、前
年
中
に「
介
護

保
険
料
特
別
徴
収
開
始
通
知
書
」で
あ
ら
か

じ
め
お
知
ら
せ
し
た
額
か
ら
変
更
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
』の
誤
り
で
し
た
。お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

ペ
ー
ジ『
春
の
叙
勲
・
褒
章
お
め
で
と

１９
う
ご
ざ
い
ま
す
』中
、「
藍
綬
褒
章
～
厚
生
保

護
」と
あ
る
の
は「
藍
綬
褒
章
～
更
生
保
護
」

の
誤
り
で
し
た
。お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

お知らせ
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工
事
の
お
知
ら
せ

問
町
上
下
水
道
課
撒（

）４
１
６
５

５７

問
町
都
市
整
備
課
撒（

）４
１
５
７

５７

側溝蓋設置工事

７月下旬まで

舗装工事

７月下旬まで

下水道工事

８月下旬まで
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PLAYLOT～遊び場～
新橋児童館・あかつか児童センターのイベント情報

新橋児童館 ℡(57)9155 あかつか児童センター ℡(54)1440

恭新橋児童館

算ママ講座

第２回目は、『タイミング』という

お話し。

おむつを取りたい･・遊び食いに困

ってる･・変な時間にお昼寝する･・

などなど、どのタイミングでどうし

たらいいの？を保育士といろいろな

事例をもとにお話ししましょう。

日 時 ７月３日（金）

午前１０時３０分～正午

対 象 幼児と保護者

参加無料・随時受付（電話可）

算地図プロ

（地図を作ろうプロジェクト）

毎月１回、みんなの情報をまって

ま～す。

日 時 ７月１１日（土）

午前１０時～午後４時

対 象 児童館利用者
参加無料・申込不要

算楽しいクッキング

『お好み焼き』を作りましょう。

日 時 ７月１８日（土）

午前１０時～正午

対 象 児童と保護者

参加費 １００円

申込方法 参加費を添え児童館へ

算すいか割り大会

日 時 ７月２１日（火）

午前１０時３０分～１１時３０分

対 象 小学生と保護者

参加費 １００円

申込方法 参加費を添え児童館へ

算室内ゲームしよう外

おもしろたのしいゲームで盛り上が

ろう。

日 時 ７月２７日（月）

午前１０時３０分～１１時３０分

対 象 児童と保護者

参加無料・随時受付（電話可）

恭あかつか児童センター

算シアターランド

第２回目のシアターランドは「崖

の上のポニョ」楽しいひとときを・・

日 時 ７月１０日（金）

午前１０時３０分～１１時３０分

対 象 幼児と保護者

参加無料・申込不要

算たのしいクッキング教室

リクエスト外第４弾鎧「パフェ」

どんなパフェが食べられるのか？

日 時 ７月１１日（土）

午前１０時～正午

対 象 ３歳以上 ３０名

参加料 １人１００円

申込随時（定員になり次第終了）

申込方法 参加料を添え児童センターへ

（電話不可）

算すいか割り大会

すいかがおいしい季節になりまし

た。すいかを割って食べましょう。

日 時 ７月２４日（金）

対 象 児童と保護者 ３０名

参加料 １人１００円

申込期間 ７月６日～

（定員になり次第終了）

申込方法 児童センターへ（電話可）

算ゆまちゃんのリトミック鎧

音楽に合わせて、体を動かしまし

ょう鎧思いっきり動きましょう外

日 時 ７月１７日（金）

午前１０時３０分～１１時３０分

対 象 幼児と保護者

参加無料・随時受付（電話可）

算バドミントン教室

みんなでいい汗ながしませんか？

ご家族やお友だち同士も大歓迎鎧

もちろん１人でもＯＫ鎧

日 時 ７月３０日（木）、

８月４日（火）、８日（土）

対 象 小学生以上 ２０名
参加無料

申込期間 ７月１日～

（定員になり次第終了）

申込方法 児童センターへ（電話可）

恭合同イベント

算遠足

那須の大自然を満喫しませんか？

那須は涼しいからとっても気持ちが

いい外そして、なんと言っても・・動

物好きなお友だちにはたまらない鎧

期 日 ８月３日（月）

場 所 那須どうぶつ王国

対 象 児童と保護者

参加料 子ども ２０００円

大 人 ２５００円

※バス代・入場料・おやつ代を含む

申込期間 ７月６日～２１日

申込方法 参加料を添え児童館また

は児童センターへ（電話不可）

（18）



WWWWWWWWWWWiiiiiiiiiittttttttttithhhhhhhhhhhYYYYYYYYYYYoooooooooouuuuuuuuuuou

毅
毅

毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅

げんきっこクラブ

丸林保育所では、５月１日より『子育て支

援センターげんきっこクラブ』をスタートさ

せました。あそびやおしゃべりを楽しみな

がら、子育て中の親子が交流できる場として

利用していただいています。

げんきっこクラブでは、遊具やおもちゃ、

絵本などで自由にあそぶだけでなく、みんな

で散歩に出かけてみたり、保育所の子どもた

ちとの交流もあります。季節のものを作っ

たり、歌や手あそび、リトミックや楽しいお

ゆうぎに参加してみませんか。毎月のお誕

生会では、その月の誕生のお友だちのお祝い

をします。また、すいか割りや夕涼み会、う

んどう会、クリスマス会、おゆうぎ会などの

保育所の行事にも参加していただけます。

ぜひ一緒に楽しみましょう。お弁当を持っ

てきて、食べながらママ同士でゆっくりおし

ゃべりするのも良いですね。

「ここはどこ？」と、ちょっぴり緊張したお

顔でママに抱っこしてもらっていたお子さ

んもたくさんあそんで、さよならをする頃に

はすっかり笑顔に変身してしまいます。「ま

た参加しますね」とママたちもゆったりとし

た笑顔で帰っていきます。

子どもと一緒に安心してあそびたい方、マ

マ友も欲しいなという方、月曜日から金曜日

の午前９時から午後２時まで自由に参加で

きます。ぜひ気軽にいらしてくださいね。

丸林保育所保育士 水流 容子
つ る

おなか周りを測定して

メタボリックシンドロームを防ぐ！

前号でメタボリックシンドロームの予防

のために、特定健診・保健指導を受けまし

ょうとご案内しました。

今月は、腹囲（おなか周り）の測り方を

ご紹介します。腹囲が男性８５㎝以上・女性

９０㎝以上だと「内臓脂肪型肥満」と呼ばれ、

メタボリックシンドロームを引き起こしや

すくします。一度、ご自分のおなか周りを

チェックしてみませんか？

【測定者と測られる方の２人で測定する方法】

①力を抜いて立った状態でへその高さで測

定します。（測られる方は、両足をそろえて、

両腕はからだの横に自然に下げておなかに

力が入らないようにします）

②測定者は、測られる方の正面に立ち、メ

ジャーを腹部に直接あてます。

③メジャーが水平に巻かれているか確認し

て、普通の呼吸で息を吐いた終わりに目盛

りを読みます。

（資料：国立健康・栄養研究所より）

測定は、毎日同じ時間帯に測ることをお

勧めします。

町健康福祉課健康増進係

（19）
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古
河
市

算
レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
中
止
が
ス
タ
ー
ト
外

次
の
店
舗
で
７
月
１
日
か
ら
レ
ジ
袋
の
削
減
と

マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
を
推
進
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、

レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
中
止
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
不
要
な
レ
ジ
袋
の
削
減
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

エ
イ
ム
古
河
店
・
総
和
店
、
エ
コ
ス
三
和
Ｓ
Ｃ
店
、

カ
ス
ミ
古
河
店
・
三
和
店
、
マ
ス
ダ
三
和
店

問
環
境
政
策
課

撒（

）１
５
１
１

７６

北
川
辺
町

算
商
工
会
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９

盆
踊
り
や
抽
選
会
・
花
火
の
ほ
か
、
み
ん
な
が

楽
し
め
る
ゲ
ー
ム
や
イ
ベ
ン
ト
を
た
く
さ
ん
企
画

し
て
い
ま
す
。
素
敵
な
夏
の
思
い
出
に
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日

時

８
月
８
日
（
土
）

※
雨
天
翌
日

午
後
４
時
～
９
時

会

場

北
川
辺
町
役
場
駐
車
場

（
商
工
会
館
と
な
り
）

問
商
工
会
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

撒（

）２
３
８
０

６２

三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報

三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報



私の住んでいる丸林西下自治会には、クラブ創立３５年を迎えるソフトボ

ールをメインにしたスポーツクラブがあります。この度はクラブ紹介と活

動状況をご報告させていただきます。

創立時期は１９７５年（昭和５０年）頃で、もともとは野木中学校でのＰＴＡ

主催によるソフトボール親善試合がきっかけで誕生しました。クラブ名は

「富士見ソフトクラブ」です。会員資格は西下居住者なら年齢を問わず誰で

も加入ＯＫ、もちろん当時は本格的な経験者など一人もいない１５名くらい

の素人集団でスタートしました。当時の平均年齢は確か３５歳位で私が一番

若く、自治会内の働き盛りの男性はほぼ全員メンバーでした。ユニホーム

は紺のジャージに胸には富士山のマークを刺繍したちょっとおしゃれな感

じの物と記憶しています。

また、この頃は丸林全地区に次々とチームができ、「丸林連盟」なる組織

を作り試合は毎月リーグ戦形式を採用したことで各チーム同士の競争も激

しく、かなりの盛り上がりを見せていました。しかし、専用グラウンドもな

く練習や試合では各学校の校庭を借りることが多く運営については大変苦

慮した思い出があります。肝心の当チームの成績については、残念ながら

正確な記録は残っておりませんが、未経験者ばかりのチームにしては、まず

まずであったと各選手から聞いております。

一方、このクラブではソフトボールだけでなく、自治会のサポーターとし

て各種行事、たとえば納涼祭、公園清掃その他分館活動の支援など積極的に

取り組んできました。中でも納涼祭の開催時には設営準備の応援をはじめ、

独自売店を出店するなどイベント成功には大いに協力してきました。近年

は諸般事情から納涼祭は休止しておりますが、その他公園のごみ拾いなど

を実施する中で地域に根ざした活動を行ってきています。

このような活動が主な内容ですが、平成１７年には創立３０周年記念として、

年史発刊に併せ祝賀行事を多数の関係者参加のもと開催しました。現在、

クラブ名称を「富士見スポーツクラブ」と改め、活動の輪をさらに広げテ

ニス、山登り、ゴルフ等を取り入れＯＢ以外の方にも参加していただけるよ

うクラブの充実を図っております。

最後に、この度創立以来３５年を迎える事になりますが、これまで長い間継

続できたことには多くの諸先輩方に支えられてきたこと、また地域の皆さ

ま方の深いご理解とご協力があった賜物と感謝申しあげます。

（21）

地
域
と
共
に

年
３５

広報連絡委員

下坂 孝

広報連絡委員
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Topics～町の話題・投稿～

（22）

と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

県
知
事
と
県
民
が
県
政
の
課
題
な

ど
に
つ
い
て
話
し
合
う
「
と
ち
ぎ
元

気
フ
ォ
ー
ラ
ム
i
n
野
木
」
が
、
５

月

日
、
役
場
新
館
大
会
議
室
で
開

３０
催
さ
れ
ま
し
た
。
１
１
７
人
が
参
加

し
、
高
齢
者
対
策
・
医
療
福
祉
の
問

題
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
活
動
団
体
の
活
動
報

告
と
し
て
西
巻
ち
ず
子
さ
ん（
友
沼
）

と
阿
部
義
次
さ
ん
（
友
沼
）
の
そ
れ

ぞ
れ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
報
告
も

あ
り
ま
し
た
。

ご
み
不
法
投
棄
の

一
斉
監
視
を
実
施
し
ま
し
た

環
境
美
化
推
進
の
た
め
に
町
環
境

委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
平
成

会
（
不
法
投
棄
監
視
員
）
が
中
心
と

な
り
総
勢
約

名
に
よ
る
ご
み
の
不

７０

法
投
棄
監
視
活
動
を
５
月

日
に
実

３０

施
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
町
内
の
不
法
投
棄
が
多

い
場
所
を
中
心
に
巡
回
と
清
掃
作
業

を
行
い
ま
し
た
。
不
法
投
棄
さ
れ
た

ご
み
の
ほ
と
ん
ど
が
、
分
別
を
す
れ

ば
き
ち
ん
と
ご
み
集
積
所
に
出
せ
る

ご
み
で
し
た
。「
ご
み
を
拾
っ
て
き

れ
い
に
な
っ
た
と
思
っ
た
足
元
が
、

ご
み
の
山
だ
っ
た
」
と
い
う
参
加
者

の
感
想
が
あ
っ
た
ほ
ど
の
ひ
ど
さ
で

し
た
が
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
約

台
、
重

３０

さ
に
し
て
約
５
ト
ン
の
ご
み
を
回
収

い
た
し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
ま
し
た

皆
様
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
み
の
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。

ま
た
、
一
度
汚
れ
た
場
所
を
き
れ
い

に
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
大
変
な
こ

と
で
す
。
ご
み
を
捨
て
る
行
為
は
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。町

生
活
環
境
課

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を

設
置
し
ま
し
た

「
野
木
町
役
場
地
球
温
暖
化
対
策
」

の
一
環
と
し
て
、
役
場
本
館
１
階
南

側
の
窓
際
に
「
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

今
回
は
試
験
的
に
ゴ
ー
ヤ
の
種
を

蒔
い
て
み
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
無

事
に
発
芽
し
ま
し
た
。「
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
」
は
今
後
も
い
ろ
い
ろ
な

場
所
に
増
や
し
て
い
く
予
定
で
す
。

投
稿

野
木
俳
句
会

抱
卵
の

鳩
に
お
は
よ
う

シ
ャ
ツ
を
干
す

石
川

和
子

花
び
ら
の

や
わ
ら
か
く
飛
ぶ

師
の
墓
前

石
塚

初
栄

咲
き
切
っ
て

あ
と
の
空
し
さ

白
牡
丹

荻
沢

う
め

子
猫
と
も

思
え
ぬ
鼾

若
葉
風

軽
部

榮
子

菖
蒲
湯
に

余
生
の
刻
を

ふ
く
ら
ま
す

倉
持

太
一

一
筋
の

春
光
刻
む

拉
致
面
会

下
島

克
己

く
す
玉
折
る

指
に
ま
つ
わ
る

五
月
蝿

田
村

行
子

鋭
角
の

マ
ス
ク
の
一
団

夏
景
色

藤
間

雅
江

玉
ね
ぎ
に

泣
け
ば
大
き
な

お
ぼ
ろ
月

中
島

伊
都

凛
と
し
て

家
系
の
安
堵

武
者
人
形

伏
木

吉
井

愛
犬
と

花
見
を
か
ね
て

一
万
歩

宮
内

政
市

忘
却
を

蘇
ら
せ
る

若
葉
風

山
崎

と
き

風
薫
る

泰
山
の
心

老
い
じ
た
く

吉
田
研
二
郎

人
声
の

絶
え
て
夕
日
の

水
張
田

秋
元

幸
治



Hiro column No.3Hiro column No.3

コラムコラムひひろろコラムひ ろ
野木町長
真瀬宏子

（23）

泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら

～
南
赤
塚
小
田
植
え
体
験
～

南
赤
塚
小
学
校
６
年
生
に
よ
る
田

植
え
体
験
が
、
６
月
５
日
、
学
校
近

く
の
水
田
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
慣
れ
な
い
作
業

に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
も
ち
米

の
苗
を
丁
寧
に
植
え
て
い
ま
し
た
。

９
月
に
は
、
刈
り
取
り
対
験
も

行
う
そ
う
で
す
。

廃
て
ん
ぷ
ら
油
を
燃
料
に

町
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
一

環
と
し
て
、
町
内
小
中
学
校
の
学
校

給
食
の
使
用
済
み
て
ん
ぷ
ら
油
を
利

用
し
て
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料

（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）
を
精
製
し
、
町
の
公
用

車
の
一
部
で
使
用
し
て
い
ま
す
。

Ｂ
Ｄ
Ｆ
は
、
二
酸
化
炭
素
の
削
減

だ
け
で
な
く
、
大
気
汚
染
物
質
を
含

む
排
気
ガ
ス
を
減
ら
す
効
果
が
あ
り

ま
す
。

町
生
活
環
境
課

「野木町で誇れるもの

は？」とたずねられたら、

皆さんは何をあげるでし

ょうか。それぞれいろい

ろな立場で、たくさんの

答えが返ってくるとは思いますが、私

は、『シモレンの煉瓦窯』が町の誇りとし

て日本中に発信できるものだと思って

おります。

今、この煉瓦窯が保存修復をかける

にあたって、計画が中断する形で放置

されています。このままでは崩れてし

まう恐れもありますので、町といたし

ましても早急に対策を講じていかなけ

ればならない課題であると考えており

ます。

明治１８年の下野煉化製造会社設立と

同時に、ドイツ人技師ホフマンの設計

により１６角形の煉瓦窯が建設され、明

治２２年に煉瓦製造を開始したようです。

昭和５４年には、国の重要文化財にも指

定されました。ぜひ皆さんと力を合わ

せて保存していきたいものです。

先の明治２２年といえば丸林村などの

各村を集約して現在の野木町の原形が

できたときでもありました。わが町は、

それ以来一度も合併を経験していない

栃木県ではただひとつの町です。

伺ご提案やご意見をお寄せください外

町政へのご提案やご意見をお寄せくださ

い。今後の新しいまちづくりの参考とさせ

ていただきます。

胸お手紙で

宛先 〒３２９‐０１９５（住所不要）

野木町長 真瀬宏子 行

胸ファックスで 姉０２８０（５７）４１９０

胸メールで

町ホームページトップページの

「ご意見箱」をクリックしてください。

わわが町自わが町自慢慢

６月１日現在
人口男12,672人

女12,939人
計25,611人

世帯数 9,018

町の人口

町内の交通事故

8件数
５
月
累
計

1死者

11傷者

42
(-9)

件数
（増減）年

累
計
（
前
年
比
）

２１

1
(0)

死者
（増減）

60
(-2)

傷者
（増減）

町内の救急出場

53
出場
件数５

月
累
計 46
搬送
人員

114
(-28)

出場
件数
（増減）

年
度
累
計
（
前
年
比
）

２１

101
(-20)

搬送
人員
（増減）

町内の犯罪発生件数

0空き巣
５
月
累
計

0自動車盗

0車上ねらい

1自転車盗

7
(-2)

空き巣
（増減）

年
累
計
（
前
年
比
）

２１

5
(1)

自動車盗
（増減）

6
(-7)

車上ねらい
（増減）

10
(-1)

自転車盗
（増減）

今月の納期
第２期

第１期

第１期

第１期

固定資産税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者
医療保険料
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問記記記訪

んん
お達者さ

ん

ギャラリー

栢森 励子さん
Ｒeiko Ｋayamori

(卯ノ木１）
ななななななななななななななななななななかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよししししししししししししししししししししトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトなかよしトトロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ

陶 芸

山山山山山山山山山山
内内内内内内内内内内

みみみみみみみみみみ
きききききききききき
ささささささささささ

山
内

み
き
さ
んんんんんんんんんんん（（（（（（（（（（

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
））））））））））

（

歳
）

８８８８８８８８８８１１１１１１１１１１８１

（（（（（（（（（（
松松松松松松松松松松
原原原原原原原原原原
４４４４４４４４４４
東東東東東東東東東東

（
松
原
４
東
）））））））））））

週１回のホープ館での集まりが何よりの楽しみ。「皆
から頼られるのがうれしい」と。仲間からは“やまちゃ
ん”と愛称で呼ばれている。
元気の秘訣は、散歩。毎日近くの住宅地をお友だちと
おしゃべりを楽しみながら約３０分はかける。ときには
休もうと思っても「友だちと一緒だと続けられる」と。
「子どもの頃から勉強より運動が好きで縄跳びの選手
だった」とちょい自慢。現在でも、輪投げやペタンクに
も積極的に参加。趣味は多彩で日本舞踊から和裁そし
て園芸など。特に盆栽の手入れには夢中になる。
「デマンドタクシーを早く実施して欲しい。また、楽
しい町の行事も増やして」とリクエスト。

平
成

年
７
月
１
日
発
行

広
報
の
ぎ
（
４
５
４
号
）
鞄
発
行

野
木
町

蒲
編
集

野
木
町
広
報
委
員
会

●
野
木
町
役
場
財
政
管
理
課
広
報
広
聴
係

〒
３
２
９
‐
０
１
９
５

野
木
町
大
字
丸
林
５
７
１

撒
０
２
８
０（

）４
１
３
４

２１

５７

帰路、親鴨の後を小鴨が１列で横断するところを見かけ

た。何と行儀の良いこと。カメラが無いのが残念だった。

その後、親子で泳いでいる姿を見て一安心して、シャッ

ターを切った。ここはコンクリート土留板等で囲まれた水

路。飛べるようになるまで籠の鳥か？

鴨の親子 千葉
ち ば

隆悦さん
りゅうえつ

自分で作った器で食事をしてみたいとい

う夢を持ち続けていました。しかし、いざ

陶芸を始めてみると、形や色がなかなか思

うようにはなりませんでした。かれこれ

１０年になりますが、満足できた作品はほ

んの数個です。

土に触れることにより作品ができあがっ

ていくのがとても楽しいので、これからも

続けていこうと思います。

この作品は、孫の１歳の誕生日のお祝い

に作ってあげたものです。


